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１ これまでの取組について
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地域未来ビジョン策定の概要

地域未来ビジョンとは

地域資源を活用した地域活性化に向けてめざす姿や
事業計画等を示すもの

ねらい

①複数の地域資源や多様な主体との連携による
効果的な取組にする

②民間による持続可能な実施体制を構築する

ビジョン記載内容

①現状・課題 ②めざす姿 ③活動コンセプト
④実施概要 ⑤事業ロードマップ ほか
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行政による支援

・勉強会やワークショップの開催

・関係者・専門家との個別相談

・地域活性化協議会の運営支援

（会議の進行、論点整理、必要な情報提供）

・専門家による助言

（ビジョン実行に関する助言など）
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地域活性化協議会の設立支援

地域未来ビジョンの策定支援

客観的視点によるブラッシュアップ

ビジョン策定から実施まで、継続して支援を行う。
（例）認知や販路拡大に向けた情報発信や商談に関する助言

新たなサービス創出に向けたビジネスマッチングに関する助
言 など

・国・県・市・財団等の補助事業の紹介
・国・県・市・財団等の補助事業の申請手続支援

実施支援

財源確保支援



これまでの取組
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２０２３年度

６月１日 第１回地域未来ビジョンアドバイザリー会議

７月２５～２６日 地域未来ビジョン説明会（３会場、５４人参加）

１０月２３日 第１号地域活性化協議会設立（エシカルデニム）

１１月１０日 第２回地域未来ビジョンアドバイザリー会議

３月１４日 第３回地域未来ビジョンアドバイザリー会議

３月２９日 第１号地域未来ビジョンの策定（エシカルデニム）

※策定までに計７回の会議支援

２０２４年度

７月２６日 地域未来ビジョン説明会（４５人参加）

８月２３日 第２号地域活性化協議会設立（ふくやま共創ファクトリー）

（通年）

・新規プロジェクト設立に向けた個別説明



地域未来ビジョン説明会（地域資源を活かした地域活性化セミナー）

・地域資源活用のメリットや必要性

・プロジェクト立ち上げに向けた事例紹介

地域プロジェクトの事例紹介

地域未来ビジョン事業の説明

・事業趣旨や要件について

・行政の支援について

・感想

・やってみたいこと

参加者交流・意見交換

2024年 7月26日 開催
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地域資源を活かした地域活性化セミナー
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地域資源を活かした地域活性化セミナー
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地域資源を活かした地域活性化セミナー
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地域資源を活かした地域活性化セミナー
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地域資源を活かした地域活性化セミナー
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地域資源を活かした地域活性化セミナー アンケート
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とても満足, 

60.0%

やや満足, 

36.7%

やや不満, 

3.3%

不満, 0.0%

民間事業者, 

37.8%

団体・個人, 

28.9%

行政, 24.4%

研究機関・

学生, 8.9%

概要

参加者所属

開催日時：2024年（令和7年）7月26日（金）19:00～20:30

会 場：まなびの館ローズコム中会議室

内 容：１．趣旨説明

２．プロジェクト立ち上げに向けた事例紹介

３．地域未来ビジョン事業の説明

４．意見交換・参加者交流

参加者数：45人 アンケート回収数：30件

参加満足度

N=30N=45



地域資源を活かした地域活性化セミナー アンケート
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（１）感想・自由意見

・地域未来ビジョンの考え方が分かった

・これからの取組なので期待しています

・地域の事業者様との交流の場をいただけた

・地域貢献、活性化のために自分にできることがなにかあるかをまなびたく参加させていただきました。

・いろんな方とつながって地域を盛り上げていきたいです

・地元に関わりたいけどどう関わったらいいのか分からないのが自分も同じで共感できた。

・よくわからず参加しましたが、勉強になりました。特にコミュニティ→ビジネス

・知識がないので行動できていないこと人的支援を受けることがよくわかった

・プロジェクトメンバーを集めるのも金銭的報酬がマストという固定概念があったが、日金銭的報酬でも集

まることが出来るという点が目から鱗だった。また外部人材を巻き込むという視点も新鮮だった。

・３つのポイントの中のコミュニティをつくる（立ち上げのハードルを下げる）というお話がとても参考に

なりました。



地域資源を活かした地域活性化セミナー アンケート
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（２）取り組みたい・関心のあるテーマ

農業

・アグリ事業で小麦を生産したいと思っています

・農地等が使われていない畑・たんぼ等を有効に使い自然を残していきたい。そこでできたものを販売まで持って
いきたい。

観光

・宿泊・観光に関する取組があれば是非ご一緒したい！会社でも個人でも！

・地域観光、産業とホテルをかけあわせた取組

・観光に地域づくり

・人とのつながり、スタートアップ

関係人口・備後圏域連携

・現在、活動の中心を神石高原町に置いているので連携できるものがあれば作っていければと思います。

・関係人口の創出（神石高原町中心）

・地域と内外の人をつなげているのが携わってみたいと思った。

地域

・松永駅北口の活性化松永湾あさりの復活（地域をまたいでいます）

・松永地域全域で、広い範囲で今後のビジョンを考えていきたい。

・地域資源（自然、産業、文化、施設等）をうまくいかせる動物園、砂留、公園（大きな遊び場）、市場、食が楽
しめる施設体験、キャンプ場を作り、福山にいる滞在時間を増やさせたい

・福山駅前の再生

その他

・ばらデニムの活用

・顧客課題から社会課題解決につながるべくテーマに関わりたい。

・何かはじめればのっていきたいです！



２ 既存協議会（エシカルデニムプロジェクト）について
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エシカルデニムプロジェクト

地域未来ビジョン

2024年3月
エシカルデニム協議会



認知・ファン拡大
▷情報発信
▷連携
▷ショップ展開

04｜実施事業｜全体像

②周遊型観光コンテンツ開発

コンテンツの充実
▷周遊ツアーの拡充
▷体験コンテンツ創出

③製品・ツアーの販路拡大①エシカルデニム開発

循環型産業の形成
▷デニムの回収
▷アップサイクル商品開発
（オリジナルブランド作り）

エシカルデニムの事業展開

製造工程の環境負荷軽減
▷3Dスキャンを活用した
マイデニムづくり

▷エシカルな職場づくり
▷環境負荷の可視化

雇用創出 シビックプライド
醸成

関連産業の拡大

エシカルデニムによる地域創生

本プロジェクトのめざす姿

世界に誇るデニム産業をエシカルブランディング！

～認知・来訪・販売拡大からファンや応援団による地域活性化～
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２０２４年１０月５日（土）デニム工場見学ツアー
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エシカルデニムツーリズム
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エシカルデニムツーリズム
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マッチング支援（MUIC Kansai ） 三菱ＵＦＪ銀行との連携
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マッチング支援（MUIC Kansai ）

21



マッチング支援（MUIC Kansai ）
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Tech Tours Kansai（MUIC Kansai ）
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エシカルデニムツーリズム（海外販売に向けたストーリー再構築・写真撮影）
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３ 新規協議会及び協議会候補について
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新規協議会及び協議会候補
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・ふくやま共創ファクトリーＰＪ（プロジェクト）（㈱御幸鉄工所ほか）

製造業が集積した本市の強みを首都圏等に発信し、ネットワークの強

化や首都圏企業と連携したプロジェクト創出をめざす。

（セミナー参加、会議３回を経て設立）

・地域資源を活かした福祉連携ＰＪ

福山の歴史や文化芸術活動等を通じた地域住民のwell-beingの向上。

・ローカルライフＰＪ

「田舎暮らし」「農業体験」などを通じた関係人口の創出プロジェ

クト。

・農林水産関係ＰＪ

8月23設立



今後のスケジュール

既存
協議会

福山市

新規
協議会

2024年
2025年

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

ビジョンに沿った事業実施

セミナー①
7/26

設立
議論・
ビジョン
策定

事業実施

設立
協議会
議論

ビジョ
ン策定 事業実施

アドバイザリー
会議②
3月頃

協議会②
共創ファクトリー

協議会③

（随時）協議会設立支援、協議会との打ち合わせ、専門家からの助言

・11/12首都圏イベント

セミナー②
11～12月頃
（地域向け）

セミナー③
3月頃

アドバイザリー
会議①

10/4

・年末、年明け頃にＨＰ更新予定

協議会①
エシカルデニム
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自薦
相談


